
第七章　我がグァタパラ耕地最後のまとめ

開拓先亡者慰霊碑 “拓魂 ”について

現グァタパラ移住地内墓地の慰霊碑 “ 拓魂 ”

グァタパラ耕地は第１回移民船笠戸丸を始めとし、初期日本移民船が着くたびごとに云われるほど多数配耕
され、最後と思われる入耕者 1933 年８月の阿部正弘氏（山形県酒田市）、アラビア丸、グァタパラ耕地在
耕が 1934 年８月まで記録される。邦人コロノは延１千家族以上が出入りすると記されるが、周辺に別の墓
地もなく隣接耕地に配耕された、邦人の犠牲者もこのグァタパラ耕地墓地に埋葬されるものであった。
　　
私達が入植（1962 年）して数年立つと、この旧農場内の墓地が満員となり、また市条令で廃墓地となり、グァ
タパラ駅附近に公営墓地が新設されたのを機会に、グァタパラ移住地入植者が経費一切を負担するとして、
熱心に認可申請を行った結果、グァタパラ移住地内に公営墓地が正式認可となり、1976 年 5 月 22 日に墓
地落成式。
　　
なおそれに先立って、5 月 17 日旧農場内にあった廃墓地から古い日本､ 日系人の墓の掘り上げや、新入植
者でここに埋葬された九体の遺骨を堀り上げた。古い日本人の墓で「南無阿弥陀仏」と彫った墓石（セメン
トで固めてある物なので、死者の親族が書いたものと思われる）が倒れていた所を発掘したところ、遺骨の
小骨と共にブラジルの旧貨幣が数枚出てきた。三途の川の渡し賃のつもりで 70 年前に一緒に埋葬したもの
であろう。これは個人の墓か、無縁仏をまとめて合葬したのか不明。宮村愛味さん（弘田千代太氏の姪）に
建立と氏名を質したが記憶になく「おじの弘田千代太氏から先亡者の遺骨を集めて合葬した話は１度も聞い
たことはないので個人の墓ではないか」のご返事であった。
　　
我々新移住者懸案の慰霊碑建立を 15 周記念事業として取り上げ慰霊碑建立委員会を組織して活動が開始さ
れた。この趣旨は広くコロニアにも呼びかけられ、趣意書作成も移住者の代表者の方々、リベイロン・プレー



ト日伯文化協会の方々、J Ｉ CA グァタパラ所長、コチアグァタパラ倉庫主任、全拓連理事といった方々で作成、
ゆかりの人々や関係方面に配布の手配をしたものであった。

趣意書は次のようである。
　　

「私共がグァタパラに入植した 1962 年の 8 月、バストス移住地から畑中仙次郎（故人）、谷口章（ブラ拓工
場長）、山中三郎（コチア評議員）、織田守男（バストス週報発行者）の各氏等の一行が激励に来耕され、入
植者一同と懇談の席上、畑中氏から「グァタパラ旧耕地の墓地には、笠戸丸以来のコロノの人々 400 人以上
の先駆移民の霊が無縁仏となって眠っている。
　　
その人々は諸君が半紀を隔て地主として、この地に永住して来たことをどれ程喜んでいるか分からない。毎
年のお盆には皆でお詣りをして供養してあげてほしい。」と云うお話があり私共は感激をして、以来毎年のお
盆には、入植家族をあげてお墓参りをし、香華を供えて心から先人の苦労を偲び御冥福を祈ると共に我々の
経営を見守ってほしいと祈りを捧げて来ました。
　　
しかしその墓地は旧耕地内にあって、1968 年市条令に依り廃墓地となって閉鎖され荒れる（墟墓）に任さ
れるようになりました。それで入植者一同は７万５千クルゼイロスの醵金をして入植地内に１万１千平方米

（11．000 平方米）の墓地を建設、正式認可を得て囲壁を作り墓地を入植者に割り当て、入植以来の死亡者
で他に埋葬されていた人々の遺骨を移転して、各家の墓地に改葬すると共に貴い先輩の業績を永く讃仰し慰
霊を目的として中央に開拓先亡者慰霊碑を建設すべく委員会を発足させ、明年入植１５周年記念事業とし移
民の日に除幕式を行うべき題字「拓魂」とし建碑の規格も定めました。予算は７万クルゼイロスとして入植
者各戸の負担と併せて篤志寄付に仰ぐことと致しております。
　　
私共はブラジル移民発祥の地として縁故の深いこの地に広く先輩各位の遺骨や戒名を集めせめて土と化して
いる無縁塚の土を埋葬して香華を絶やさず供養を続けて参りたいと念願しております云々。」
　　　　　　　　
　　グァタパラ郡勢調査　　IBGE（地理統計院）　1997 年現在

　　市政独立決議投票日　　　　1990 年　１月９日
　　初代市行政執行日　　　　　1993 年　１月１日
　　市生記念日　　　　　　　　　　　 　11 月５日
　　郡の位置　　　南緯 21 度 60 分、西経 48 度 00 分
　　海抜 507 メートル、平均気温 27 度 C、平均湿度 75％、年間雨量 1700 ミリ。
　　面積：413,6　平方米　（㎡）
　　丘陸地：60％起伏、10％平坦、20％低地開発耕地、10％湿地
　　土壌：ラット土壌、ロッシャ土壌、含水性土壌。
　　気温：湿潤トロピカル
　　植生：潅木、地這植物。
　　河川：モジグァス川、オンサ川。
　　小川：ベアド川、グァタパラ川、カポン・ダ・クルース川、サン・ルイス川、
　　モイニョー川、ピラジュ川。
　　人口湖池：モンブカ湖、サンタ・マルガリーダ池、カポン・ダ・クルス湖



　　人口：6,099 人　（市街地 3,740 人、農村 2,359 人）
　　性別：3,156 人男性、2,943 人女性。
　　人口蜜度：１ｋｍ平方　対　14,1 人
　　電力使用量：654,997 ｋｗ／時間
　　家族数：1.536 家族（内住居登録数 866 件）
　　農地所有者：620 名　（23,439 へクタ―ル）＊グァタパラ耕地 62, ７％
　　隣接郡：（東）リベイロン・プレート、（東北）ズモン、（北）プラド・ポリス、（西）
　　リンコン、（南）ルイス・アントニオ、（東南）クラビ―ニョス。
　　市職員：122 名　（住民 50：１）　官舎：12
　　商業者 80、請負業者６、煉瓦工場７、農業 690、工業 10、左官 15、修理工 14、
　　旋盤工４、設計士１、裁縫（仕立て）15、弁護士１．
　　選挙有権者：3,467 人　（人口の 57％）
　　政党：PSDB（ブラジル社会民主党）、PMDB（ブラジル民主運動党）PFL（自由戦 ____ 党）、
　　PT（労働党）、PDT（民主労働党）、PTB（ブラジル労働党）、PPB（ブラジル進歩党）
　　幼稚園：２舎、義務教育小中学校舎：３舎、教師 35 人、電話 350、携帯 350、車両 373 台
　　（リベイロン・プレートナンバー含まず）。

参孝文献
著者、編者 文献題名 刊行所 刊行年

　　　山下雪雄 モジアナの土に生きる サンパウロ新聞社印刷部 １９９５

編纂　中村東民 照葉林西部パラナ邦人発展録 パウリスタ印刷株式会社 １９７０

　　　香山六郎 移民４０年史 グラフィカ・ブラジレイラ社 １９４９

　　　香山六郎 香山六郎回想録 サンパウロ人文科学研究所 １９７６

　　　香山六郎 在伯日本移植民２５周年記念鑑 聖州新報社 １９３４

　　　半田智雄 移民の生活の歴史 サンパウロ人文科学研究所 １９７０

編著改半田智雄 ブラジル日本移民日系社会史年表 サンパウロ人文科学研究所 １９９６

　　　鈴木貞次郎 第２巻前編「埋もれ行く拓人の足跡」パウリスタ美術印刷 １９６９

　　　鈴木貞次郎 移民の草分け 神戸日伯協会 １９３３

　　　佐藤常蔵 愛土ブラジル 帝国書院（出版） １９６２

編集　内山勝男 日本移民 50周年記念 “かさと丸 ” 日本移民５０周年祭　委員会 １９５８

　　　内山勝男 蒼氓の９２年 東京新聞出版局 ２００１

　　　内山勝男 舞楽而留ラプソデー ＰＭ C出版株式会社 １９９３

　　　石川達三 蒼氓　　　　　　　 新潮文庫 １９５１

　　　醍醐麻沙夫 森の夢 サンパウロ新聞社 １９７９

　　　北杜夫 輝ける碧き空の下で 新潮文庫 １９８２

　　　岸本丘陽 蕃地の上に日輪めぐる 曠野社 １９５８

　　　岸本丘陽 広い天地へ アマゾン会出版部 １９６０

　　　池田重ニ ブラジル同胞活躍の姿 日伯文化出版社 １９６１

　　　沼田信一 赤土と移民



　　　前山隆 ドナ・マルガチーダ渡辺 御茶ノ水書房 １９９６

　　　鈴木孝憲 目覚める大国ブラジル 日本経済新聞社 １９９５

　　　小笠原公衛 消えた植民地を求めて サンパウロ人文科学研究所 ２００４

平野 25周年史 平野植民地日本人会 １９４１

編纂　石原辰雄 コチア小学校の 50年 １９６６

コチア産組 40年の歩み

編纂　刊行委員会 信州人のあゆみ 在伯長野県人会 １９９６

在伯長野県人会々員名簿 在伯長野県人会 １９９９

パウリスタ延長線教育史 パ延長線教育史刊行会 １９４１

つくばね創刊号 在伯茨城県人会 １９６２

つくばね第 13号 在伯茨城県人会

ブラジルの茨城Ⅰ 在伯茨城県人会 １９９１

　　 前進われらの 20年史 グァタパラ農事文化体育協会 １９８４

　　根本正顕彰会 根本正の生涯 ２００１

　　　山路舜一 ブラジル百科事典 ブラジル公論社 １９６９

　 海外移住事業団 10年史 海外移住事業団 １９７３

　　　永田稠 南米一巡 日本力行会 １９２１

　　　八重野松男 今日のブラジル ジャパン・タイムス社 １９２９

在伯熊本県発展史 熊本県人会 １９８４

上野米蔵伝 上野アントニオ １９７８

　　　堀部 ブラジルのコーヒーの歴史

　　　近藤安雄 グァタパラ通信 全拓連 １９６２～１9８２

　　　外山脩 我が同胞百年の水流 サンパウロ新聞社 ２００２. ２. ２１～

　　小井手伊勢子 宏深の夢 三修社

　　　藤崎康夫 ブラジルの大地に生きて　　　　　　　　　くもん出版 １９９９

　　　白石健次 南米農業開発の回想　　　 ２００４. ２. １０

ブラジル山口県人会 70年の歩み ブラジル山口県人会　 １９７７

在伯山形県人移住六十ニ年 在伯山形県人同郷会 １９７０

　　　安藤全八 コチア産業組合 30年の歩み 家の光協会 １９５９

日本力行会名鑑 ブラジル力行会 １９８２

　　　宮城松成 ブラジル日系紳士録 日系出版社 １９６５

島根県南米史 島根県南米史編集委員会 １９９８

ふくしま 在伯福島県人会創立 60周年記念誌 １９７７

開拓 25周年記念誌 トレスバラス移住地 １９６０

　　　池田重二 トレスバラス移住地開拓 20周年史 トレスバラス移住地 １９５２
長野県下高井郡山
ノ内町佐野

佐野の歴史 ( 非売品 ) 佐野の歴史刊行会 １９７９



ブラジル広島県人発展史並びに県人
名簿

ブラジル広島県人会 １９６７

　　　農業新聞社 見よ、拓人乃足跡を １９７２

こうしてまとめ終える中、まだまだ記することの出来ない方々には、ご冥福を祈りつつ終りにします。
　　
編纂の最初から文の校正、誤字などに大変お世話になりました荒川勝彦氏、また資料、該当家族の訪問を引き受けて
下さった清水操子さんなしくしては半分も達成出来なかったと思います。近藤四郎氏、斉藤長一氏、グァタパラ移住
者の方々、東京植民地出身の馬場實子さん、宮村愛味さん、特に熊本県人の配耕が多ったため、熊本県出身ジャボチ
カ―バル市在住の田嶋勉氏、若輩の私に惜し気なく協力して下さいました。また種々の面での協力して下さった方々
に心から感謝します。

　　　　　　　　　　　　　　　　２００６年５月５日　（端午の節句）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林　良雄

出身地：茨城県鹿島郡大洋村大字台濁沢小角台（現鉾田市）
渡　伯：１９６２年 1 月１０日あるぜんちな丸

付記：お願い
「我がグァタパラ耕地」の中での誤った記述に気付かれた方、記述されていない、グァタパラ耕地に関する貴重な情
報を有しておられる方、またこのたびの私の著述に対しての御批評、御意見をいただける方は私あてにご連絡頂けれ
ば嬉しく思います。

連絡先：　Yoshio Hayashi
               Nucleo Colonial Guatapara(Mombuca)
                GUATAPARA,Estado de Sao Paulo
               Brasil
               CEP: 14115-000
               Tel :(016) 3973 0273
               e-mail:mitsuuroko 10 @ hotmail. com


